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韓国ニューリーダー訪日団 招へい事業の記録 

 

１．プログラム概要 
【目的・概要】韓国全土から選抜された大学生等を招へいし、講義聴講、企業及び大学訪問、テーマ

「国交正常化 60 周年、今後の日韓交流へ向けて」に沿った各種視察、交流等を通じて、日本に対する

理解を深めることで、今後の日韓間の相互理解と信頼関係増進の基盤強化に寄与することを主目的とし

て実施しました。 
 
【参加者】韓国の大学生等 合計 34 名 
 
【訪問地】埼玉県 34 名、東京都 34 名、広島県 34 名 
 
【日程】 
 プレプログラム（オンライン事前学習事）： 
12 月 5 日（金）オリエンテーション（プログラム説明）、参加者による対外発信 
 招へいプログラム： 
12 月 20 日（土） 成田国際空港から入国、来日時オリエンテーション、埼玉県へ移動 
12 月 21 日（日） 【視察・講義】高麗神社「～高麗郡建郡 1300＋10 年へ～渡来から未来へ」 

東京都へ移動 

【視察】東京国立博物館 

12 月 22 日（月） 【表敬・講義】外務省「最近の日韓関係」 

【表敬】駐日韓国大使館 

【視察】李秀賢氏追悼・顕彰碑含む新大久保フィールドワーク 

12 月 23 日（火） 【企業訪問】アサヒグループホールディングス株式会社 

【交流】日韓文化交流基金主催 国交正常化 60 周年記念トークセッション 

12 月 24 日（水） 【大学訪問】慶應義塾大学三田キャンパス 

【視察】国会議事堂 

12 月 25 日（木）広島県へ移動 

【表敬・講義】広島県庁「広島の魅力」 

【交流】ホームステイ対面式 

12 月 26 日（金） 終日ホームステイ 
12 月 27 日（土） ホームステイ解散式 

【講義】被爆体験講話 

【視察】広島平和記念資料館、平和記念公園（原爆ドーム、韓国人原爆犠牲者慰霊碑等） 

アクション・プラン及び感想報告会 

12 月 28 日（日） 広島空港から出国 
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２．記録写真  

  
12 月 21 日【視察・講義】高麗神社「～高麗郡建

郡 1300＋10 年へ～渡来から未来へ」 
12 月 22 日【表敬・講義】外務省「最近の日韓関

係」 

  
12 月 22 日【表敬】駐日韓国大使館 

 
12 月 23 日【企業訪問】アサヒグループホールデ

ィングス株式会社 

  
12 月 23 日【交流】日韓文化交流基金主催 国交

正常化 60 周年記念トークセッション 
12 月 24 日【大学訪問】慶應義塾大学三田キャン

パス 

  
12 月 25 日【表敬・講義】広島県庁「広島の魅力」 

 
12 月 25 日【交流】ホームステイ対面式 
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12 月 27 日【講義】被爆体験講話 

 
12 月 27 日【視察】広島平和記念資料館 

 

 
３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 韓国 大学生 

今回の日程は、日本と韓国の交流について改めて考えることができる有意義な時間でした。高麗神社で

は、日韓交流の歴史とその流れをテーマにした講義を聞きながら、過去の渡来人の歴史や両国のつなが

りを理解し、日韓関係を歴史的脈絡の中でとらえることができるようになりました。また、東京国立博物

館では様々な遺物と展示を観覧しながら、日本の歴史と文化を直接目で見て確認することができ、この

ような経験は教科書や資料で接した内容をより立体的に理解するのに役立ちました。外務省で行われた

「最近の日韓関係」に関する講義や駐日韓国大使館への訪問を通じて、両国の外交関係の現状と課題を

より現実的に感じることができました。日韓文化交流基金が主催した国交正常化 60 周年記念トークセッ

ションやアサヒグループホールディングス株式会社会長の講演を通じて、民間レベルでの交流と協力の

重要性も印象深く感じられました。 

 

◆ 韓国 大学院生 

日本という国を構成する一人の（あるいは複数の）人々に直接会うことができたということが大変重要

な経験になりました。具体的には、国交正常化 60 周年記念トークセッション及び慶應義塾大学訪問時の

日本の大学生との出会いが良かったです。私とは異なり、すでに今まで日韓交流に積極的に参加してき

た学生たちが目を輝かせながら自分の意見を語る姿が印象深かったです。 

 

◆ 韓国 大学生 

高麗神社を訪問したことで、日本との心理的距離がより近く感じられるようになりました。また、ホ

ームステイを通じて、日本の生活を直接肌で感じながら学ぶことができ、これから長い間記憶に残る思

い出を作りました。今後もこの関係を続けていくことができればと思います。 

 

４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 広島県庁 

本県の韓国人の国際交流員から、広島県の隠れた宝物と題して広島県の豊かな自然や食文化、伝統芸能

等、本県の魅力の紹介や、本県と令和 7 年 11 月に友好提携を締結した慶尚北道との交流についてご説明

を行いました。訪日団の皆様からは、国際交流員から見た広島県の印象や観光地等、多くの質問があり、
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広島に興味を持っていただけたものと思います。皆様にはぜひ再び広島を訪れ、広島の魅力をさらに感

じていただくとともに、将来、日韓の友好の架け橋となって活躍していただくことを願っています。 

 

◆ アサヒグループホールディングス株式会社 

アサヒグループの哲学や事業・歴史、そして韓国でのビジネスについて紹介いたしました。大学生や大

学院生からはたくさんの質問をいただき、皆さんの積極的な姿勢に感銘を受けました。スピーカーであ

る会長の小路のこれまでのビジネスキャリアに関する質問から、「時代の変化に対応するための経営戦

略」「アルコールビジネスに対する展望とそれに対する戦略」「グローバル企業としてのブランディング」

に至るまで多岐にわたる質問をいただきました。日韓国交正常化 60 周年の節目に、韓国のニューリーダ

ーの皆さんと共に今後の更なる日韓のより良い関係構築を誓い合う機会となりました。 

 

◆ 慶応義塾大学 西野純也教授 

前回（2025 年 2 月）に続き、今回も韓国から多くの優秀な学生たちと、厳しい国際情勢下での日韓協

力の可能性と課題について意見交換する機会を得ることができ、意義深い時間となりました。講義 40分

ほど、質疑応答は 50 分ほどでしたが、レベルの高い質問が途切れることなく続き、学生たちが国際情勢

や日韓協力に深い関心を持っていることがよくわかりました。日韓関係の未来を担ってくれることを期

待します。 

 

◆ 江田島市ホームステイ受け入れ家庭 

年の瀬、無事に韓国に着いたという知らせが思い出の写真とともに届きました。別れ際、「私たちの

日本のおばあちゃん」と手を取り合いながら流した涙の温もりを忘れられません。このプログラムに参

加できた喜びと幸せを語る姿は、次世代の韓国を担うリーダーとして日韓友好への強い意欲であふれて

いました。9 日間の充実した日本での訪問、そして視察後のホームステイでは、海に囲まれた江田島の

自然をめぐりながら、家族としてうちとけ、様々な話をすることができました。人の願いや思い、心は

国を越えて共感できる絆となるということを実感できた出会いとなり、感謝でいっぱいです。 

 
５．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 
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2025 年 12 月 21 日（Blog） 
高麗神社と同様、日本にある数多くの神社仏閣が

それぞれの歴史や意味を持っていることを考える

と、日本の「伝承」に対する強い意志を感じまし

た。日本における記録や伝承は、単に知識の伝達と

いう意味ではないようです。家業を継ぐことや、韓

国のように墓地が山深い場所ではなく、町中の生

活圏に共存していることから見ても、韓国の意識

構造とは明白に異なるということを感じました。 

2025 年 12 月 22 日（Instagram） 
外務省では日韓交流室長による講義を聴講しまし

た。日韓国交正常化 60 周年を迎え、日韓間では

様々な分野での交流があることを知りました。ま

た、今後の日韓関係において重要なことを学ぶ機

会となりました。 

  
2025 年 12 月 27 日（Instagram） 
8 歳の時に被爆した方による講義を聴講し、平和の

重要性について再確認しました。また、広島平和記念

資料館や平和記念公園内の韓国人原爆犠牲者慰霊

碑を視察し、核兵器の使用や戦争は二度と起こって

はならないことだと心から思いました。 

2025 年 12 月 27 日（Blog） 
日本について専攻していると、日韓間の共通点だ

けではなく、時折、重要な観念上での違いを感じる

ことがありますが、今回のプログラムではそのよ

うな違いを多く感じました。共通点と相違点の間

で互いを認識することが関係の発展であり、真の

日韓関係の未来へとつながっていくと思います。 

 
６．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表（概要または抜粋を記載する） 

  
【成果の発表】 【成果の発表】 
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・東京国立博物館や広島平和記念資料館、また、

訪日中に交わした日本の方々との対話を通じて感

じたことは、日本の記録文化は「見せる」という

意味よりは、「残す」ことに近いと思いました。 
・国家対国家の枠組みから離れ、人対人としてコ

ミュニケーションを図ったことで、日本に対する

漠然とした敵対心が解消されました。 
・トークセッションへの参加を通じて、日韓両国

の学生間の認識の違いを再確認する機会となり、

改めて相互理解の重要性について実感しました。 
 
【アクション・プラン】 
・1 月の日韓首脳会談の主要議題から日韓関係の

転換点や未来の展望について導き出すとともに、

安保協力等、核心的な懸案事項について、深みの

ある討論や議論を重ね、知見を深めます。 

・訪日期間中に発信した SNS 上の記録や個人的

な考えについて、デジタルアーカイブで整理しま

す。この空間には、個人的な日本語の勉強記録、

文化体験、講演聴講後の考え方の変化まで盛り込

み、訪日経験を一度きりの思い出にするのではな

く、長く残る記録として保存します。 
・アサヒグループホールディングスが海外進出し

た際の戦略的資金調達方法について研究し、分析

します。 
・日韓両国のスタートアップの成功事例を分析

し、その成功要因やインサイトを導き出します。 
・日韓関係について、非専攻者にもわかりやすい

例や用語を用いたコンテンツを制作します。 
・ワーキングホリデイの準備をする予定です。 

・日韓関係について、歴史や外交を中心とした凝

り固まった見方をしていましたが、トークセッシ

ョンへの参加を通じて、機微なテーマであっても

互いの立場を認め合う対話が可能だということを

実感できました。メディアを通じて形成されたイ

メージよりも、直接会って交流することこそが先

入観をなくす最も効果的な方法だということに気

づきました。 

・北朝鮮による核の脅威に直面している韓国人と

しては、反核運動や被爆者の証言に対して現実味

を感じることができず、冷ややかに見ている部分

がありましたが、今回、被爆体験講話を聴講した

ことで、直接的な出会いが偏見をなくす重要なき

っかけになることを再認識しました。 

・ホームステイを通じて、地域コミュニティの中

で生きる日本人の生活を体験し、日本社会の新し

い一面を知ることができました。メディア等を通

じて間接的に触れてきた日本文化の枠を超え、生

活の中に息づく文化や感情を経験しました。 

 
【アクション・プラン】 
・訪日期間中に訪問した地域や学んだこと、ホー

ムステイで経験したこと等について、大学新聞に

寄稿します。 
・日本の大学生と共に東京都内でフィールドワー

クを行い、これを基盤に、持続的な日韓交流へと

発展させていきます。 
・日本の大学院の修士課程への進学や、韓国国内

で就職後も日本関連業務を担当する機会を得られ

るよう、日本に対する関心を持ち続けます。 

 
実施団体名：公益財団法人日韓文化交流基金 
 


